
安全チェックの方法は？

番号 電気の安全チェックポイント 良 否
1 定期的に、漏電ブレーカーのテストボタンを押していますか？ いる いない
2 タコ足配線をしていませんか？ いない いる
3 照明が明るくなったり、暗くなったりしませんか？ しない する
4 コンセントやスイッチがこわれていませんか？ いない いる
5 浴室内の照明器具がこわれていませんか？ いない いる
6 屋外の器具がこわれたり、雨水が浸入していませんか？ いない いる
7 池の循環ポンプの配線に、漏電ブレーカーが取り付けてありますか？ ある ない
8 アース線が切れていませんか？ いない いる
9 屋外のコンセントがこわれたり、雨水が浸入していませんか？ いない いる
10 コードが家具や扉などに挟まれていませんか？ いない いる
11 スイッチやプラグが熱をもっていませんか？ いない いる
12 コードをクギや金具などで固定していませんか？ いない いる

3  調査結果のお知らせ・電気安全使用の説明
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月に一度は
安全チェックを
行いましょう。

1  訪問・問診
お客さま宅へ訪問し、調査日時のご都合をお伺いいたします。

ご都合がよろしければ当日でも調査を行います。

2  調査・測定

協会を騙った不審者に注意！！

電気設備（分電盤、ブレーカーなど）の点検や漏電の調査結果と
電気の安全な使い方などについてご説明します。

①お客さまの設備が電気設備の技術基準に適合していなかった場合は、「お知らせ票」の他に
　「電気設備改修のお願い」をお渡しします。
②電気安全パンフレットを用いて、電気設備の安全確保のポイントや自己診断方法についてご説明します。

　当協会では漏電などの調査に関する費用をお客さまから
いただくことはありません。お伺いする調査員は、当協会
の制服に調査員証をつけていますのでご確認ください。

　調査にあたりお客さまに電気設備に関する問診を行います。
電気のご使用に関するご相談に対してアドバ
イスいたします。
　なお、ご不在の場合は改めて訪問します。2度
目もご不在の時は、屋外での調査を行います。

調査にあたり停電が必要とな
る場合には、お客さまのご承
諾を得て行います。

屋外の計量器付近または、
屋内の分電盤において、
漏電の調査を行います。

電気の
安全チェックに
お伺いしました！

こんにちは中部電気保安協会です。
本日はご家庭の電気設備の安全チェックに伺いました。
電気をお使いになってお困りごとはありませんか？

　中部電気保安協会は、中部電力パワーグリッド株式会社から委託を受けて、
ご家庭や商店などの電気設備の安全チェック（定期調査）を行っています。

＊6kV以上の電圧で電気を受けているお客さま等（自家用電気工作物）は、調査の対象外としております。～無資格者による電気工事で漏電が発生！～

今回の事例で、お客さまに気を付けていただきたいポイント！

無資格者による誤った工事が原因で重大事故につながることがあります

今回は、資格を持たない方が行ったコンセントの取替工事の結果、漏電が発生！
その重大事故を未然に防いだ事例を紹介します。

「コンセントが壊れているのを発見し修理しました。」
    お客さまからの言葉が重要な手掛かりに。
　定期調査のため、ある施設を訪問した時のことです。調査の趣旨をお伝えし、電気設備の漏
電調査を行ったところ、10アンペアという大きな漏洩電流を計測しました。お客さまには漏洩
電流が大きく異常であることをお伝えし、最近の電気設備の改修状況を確認しましたが、特に
心当たりがありませんでした。屋内にある4カ所の配電盤調査の結果、施設1階のコンセント回
路が原因であることを特定しました。その回路の詳細調査を行うことをお客さまにお伝えした
ところ、「先日、コンセントが壊れているのを発見し、修理しました。」と手掛かりとなる重要な
情報をいただきました。

　対象のコンセントは埋込式で、外観上の異常は見られませんでしたが、内部を確認したところ、電源側
に黒線と赤線の2本、接地側（W）に白線の１本が接続されていました。接続の異常を感じ、電線を解線し
て電圧を確認すると、黒－白間100V、赤－白間0V、黒－赤間100Vであり、詳細確認を行ったところ赤線
はアース線であることが判明しました。

　その後の聞き取りで、今まで使用していたアース端子付きコンセント（写真①）から端子なしコンセン
ト（写真②）に取り替えた際に、誤った接続となったことが分かりました。コンセント内の配線を正規接
続に戻し、再度、漏洩電流の測定、絶縁抵抗測定を実施し、正常値となったことを確認しました。
　コンセントの取替など、簡単な電気工事でも、専門
知識のない無資格者による誤った工事が原因で、漏
電からの火災等、重大事故につながることがありま
す。そのため、必ず電気工事店など、電気工事の資格
を持った電気の専門家にご相談し、電気工事を行っ
ていただくことをお願いしました。お客さまには、そ
の旨をご理解いただくとともに、異常箇所発見により
事故に至らなかったことを感謝していただけました。
　今後も、無資格者による電気工事による危険性を
訴え、重大事故の未然防止に努めます。

電気工事を行う場合は、電気工事士の資格が必要です。
無資格者による工事は、感電や火災に繋がる恐れがありますので、
電気の不具合は電気工事店など、電気の専門家にご相談ください。

中部電気保安協会  長野支店  長野営業所  調査課  倉澤  紀秋 無資格者による
電気工事は
絶対に

やめてください！

黒線・白線は電源（AV100V）  赤線がアース線

～～

コンセント
（アース端子なし）

コンセント
（アース端子付き）

写真① 写真②
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